
平成26年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」第3回報告

生涯学習センター

 　平成26年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」の第3回目を11月19日（水）に開催しました。

この講座は、 「家庭教育支援者のためのステップアップ講座～子どもの育ちを真ん中に　ここからつながる　

あなたの志縁～」と題して、家庭教育支援、子育て支援に関わる活動をされている方を対象に、活動を運営

するための知識や技術を学んでいきます。

 

★講座の内容は、こちらの チラシ(1177KB; PDFファイルをご覧ください。

★第1回目の報告は  ❶こちら(1362KB; PDFファイル) をご覧ください。

★第2回目の報告は ❷こちら.pdf(1353KB; PDFファイル) をご覧ください。

 

支援者としておさえておきたい　環境づくりと客観的視点

　～現場は学びの宝箱・現地研修前に知っておくこと～

 

 

【講師】　吉牟田　美代子さん

　　　　　（佐賀女子短期大学 名誉教授・武雄市子育て総合支援センター長）

 

　すてきな笑顔と温かい言葉かけで「支援者としておさえておきたい環境づくりと客観的視点～現場は学びの

宝箱・現地研修前に知っておくこと～」についてお話いただきました。

 

  「花」をきれいに咲かせるためには環境づくりが必要。そして花を育てるには土づくりが大切で根をしっかりと

育てることであり、これは子育てに通じることです。子育ても幼児期に土にしっかりと根をはわせて育てること

で子どもの生きる力になります。乳幼児に必要なその土となるのが「遊び」であり、土にある栄養が「大人（支

援者）」。支援者という仕事は尊い仕事。「心の目」で子どもの心のうずきに応えながら、見えない根の部分を

しっかりと育て、子ども自身が自分を好きになるように「自己肯定感」を育ててほしいと語られました。

 

そして、合言葉は「納豆理論」と「コマ回し理論」、そして「鍋」です。

納豆のように練れば練るほど絡み合ってつながってゆくように、大豆（子ども）を練ってつなげるのが支援者。

また、コマは同時にまわすとぶつかり合うし、速度が違ったり、そのコマを性質に合わせて回してあげるのも

支援者の采配。そして、「鍋」のようにいろんなものが入って味が出て、そして温かい、そんな支援の意味が込

められています。皆さんも今夜は「鍋」と「納豆」を食べて、想像の翼を広げてみましょう♪

 

子どもの成長をともに喜びあう

子どもは、いつ、どこに行ってもリュックサックに今日学んだ財産を詰め込み持ち帰る。

その中身は、育ちのスピード、背負うリュックの大きさで違う。

その大きさに合わせて「生きる力」を詰め込み、一人で歩きだせるように大人が援助していく。

「今日の中身を確かめてみよう」

 

自分自身を振り返って

自分に足りないところがあったとき。　

それを学びによって補うか、誰かの力を借りて補うか工夫してみましょう。

自分がその場で一番すてきな支援者になることが目的ではありません。

自分たちの場がよくなることが大切ですよね。

不完全な私たち、みんなで補いあいながら、

温かい家庭、学校、地域という環境をつくるお手伝いをしていきましょう！

 

 

http://www.avance.or.jp/var/rev1/0002/8344/201412119847.pdf
http://www.avance.or.jp/var/rev1/0007/2987/118124111333.pdf
http://www.avance.or.jp/var/rev1/0007/2988/118124111416.pdf
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 

 

　

 

講義の後は現地研修のメンバーで集まって顔合わせを行いました。現地研修では単なる「見学」ではなく、教育者

としての自覚を持ちながら、「子どもが何を学んでいるのか」、「学生が何を学んでいるのか」、そして「育っている」

という姿を確認しながら評価をしていきます。みなさんのリュックサックにたくさんの「学びの宝」詰め込んでいきまし

ょう。

 

 

 

講座の気づき・感想

講座アンケートより

子育て支援の環境に通じる大事な事として「子どもをよく見てほしい」の言葉がまた心にドカンと響きました。

保育現場に戻ってまた頑張ろうという気持ちになりました。子ども達の心をしっかり見ながら、保護者対応も寄り

添っていきます。ありがとうございました。

「納豆理論」はなるほど！と、とても興味がわき、自分たちもその状況の中にいることに気づきました。学びを続

けることの大切さ、つながりの重要性を知り、今後どう生かしていくかの課題も見つかりました。

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2709/_2713.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

